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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡と結合するように構成された近位の円筒体であって、当該近位の円筒体内に配置
されたルーメンを有する近位の円筒体と、
　前記近位の円筒体と結合された遠位の円筒体であって、当該遠位の円筒体内に配置され
たルーメンを有し、前記近位の円筒体に対して長手方向に移動可能である遠位の円筒体と
、
　前記遠位の円筒体の前記ルーメン内に配置され、前記近位の円筒体の前記ルーメンと前
記遠位の円筒体の前記ルーメンの少なくとも一方の中に配置された組織の断片を焼灼する
ように構成された電気焼灼部材と、
　を備え、
　前記近位の円筒体と前記遠位の円筒体とが、相互に離脱しないようにして伸縮自在に連
結されている、組織の焼灼を容易にするための装置。
【請求項２】
　内視鏡と結合するように構成された近位の円筒体であって、当該近位の円筒体内に配置
されたルーメンを有する近位の円筒体と、
　前記近位の円筒体と結合された遠位の円筒体であって、当該遠位の円筒体内に配置され
たルーメンを有し、前記近位の円筒体に対して長手方向に移動可能である遠位の円筒体と
、
　前記遠位の円筒体の前記ルーメン内に配置され、前記近位の円筒体の前記ルーメンと前
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記遠位の円筒体の前記ルーメンの少なくとも一方の中に配置された組織の断片を焼灼する
ように構成された電気焼灼部材と、
　を備えており、
　前記近位の円筒体が近位領域と遠位領域を有しており、前記近位領域の少なくとも一部
を前記内視鏡の外表面の周りに配置するように構成されており、前記遠位の円筒体が前記
近位の円筒体の前記遠位領域の少なくとも一部の上を長手方向に移動するように配置され
ており、
　前記内視鏡の前記外表面の周りに配置されるように構成された前記近位領域の一部が、
前記内視鏡の上に配置されるように構成された大きな直径の状態と、前記近位の円筒体を
前記内視鏡の前記外表面の周りで弾性的に固定することができる小さな直径の状態とを有
する弾性部材を備えている、組織の焼灼を容易にするための装置。
【請求項３】
　前記電気焼灼部材が、組織を少なくとも部分的に囲むために、前記遠位の円筒体の遠位
端近傍の位置において、前記遠位の円筒体の内部表面内で周方向に延在する部分を備えて
いる、請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　前記電気焼灼部材がワイヤの遠位端に操作可能に接続されたループを備えており、前記
ワイヤの近位端を電流源に接続するように構成された、請求項１又は２に記載の装置。
【請求項５】
　前記遠位の円筒体が、伸張状態と収縮状態の間で可動であり、前記収縮状態で前記近位
の円筒体の遠位端面に実質的に隣接して配置される遠位端面を有しており、組織の断片を
前記収縮状態で前記近位の円筒体の前記ルーメン内のみに配置することができる、請求項
１又は２に記載の装置。
【請求項６】
　前記遠位の円筒体は、前記近位の円筒体に対して収縮状態から伸張状態まで遠位方向に
前進することができ、組織の断片を前記拡張状態の前記遠位の円筒体の前記ルーメンと前
記近位の円筒体の前記ルーメンの双方の中に配置することができる、請求項１又は２に記
載の装置。
【請求項７】
　前記近位の円筒体の前記遠位領域が、前記遠位の円筒体の遠位への最大移動量を制限す
るように構成された停止部材を備える、請求項１又は２に記載の装置。
【請求項８】
　前記近位の円筒体に固定された外側シースと、
　前記遠位の円筒体に固定された内側シースと、をさらに備え、
　前記内側シースが前記外側シース内で長手方向に移動するように配置されており、前記
外側シースに対する前記内側シースの長手方向の移動によって、前記近位の円筒体に対す
る、該移動に対応する移動を、前記遠位の円筒体にもたらすようになされた、請求項１又
は２に記載の装置。
【請求項９】
　前記内側シースが少なくとも１つの電気焼灼部材の少なくとも一部分を収容するように
構成されたルーメンを備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記近位の円筒体が前記外側シースの一部分を収容するように構成された穴を有する張
り出した領域を備えており、前記遠位の円筒体が前記内側シースの一部分を収容するよう
に構成された穴を有する張り出した領域を備えている、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　内視鏡をさらに備え、前記近位の円筒体が前記内視鏡の遠位端に配置されている、請求
項１又は２に記載の装置。
【請求項１２】
　内視鏡と結合するように構成された第１の部分を有し、前記内視鏡より遠位に延在して
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、そこにルーメンを形成する第２の部分をさらに有する少なくとも１つの円筒体と、
　前記内視鏡より遠位の位置で前記円筒体の前記ルーメン内に配置された少なくとも１つ
の電気焼灼部材と、を備えており、
　前記電気焼灼部材が、前記電気焼灼部材より近位の位置で前記ルーメン内に配置された
組織の少なくとも断片を焼灼するように構成されており、
　前記少なくとも１つの円筒体が近位の円筒体と遠位の円筒体とを備えていて、前記遠位
の円筒体が前記近位の円筒体に対して長手方向に移動可能であり、
　前記近位の円筒体に固定された外側シースと、前記遠位の円筒体に固定された内側シー
スと、をさらに備え、前記内側シースが前記外側シース内で長手方向に移動するように配
置されており、前記外側シースに対する前記内側シースの長手方向の移動によって、前記
近位の円筒体に対する、該移動に対応する移動を、前記遠位の円筒体にもたらすようにな
された、組織の焼灼を容易にするための装置。
【請求項１３】
　前記電気焼灼部材が、組織を少なくとも部分的に囲むために、前記遠位の円筒体の遠位
端近傍の位置において、前記遠位の円筒体の内部表面内で周方向に延在する部分を備えて
いる、請求項１２に記載の装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（優先権主張）
　本発明は２００８年１０月１日に出願された、「内視鏡とともに使用する円筒体システ
ム（Ｂａｒｒｅｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｏｒ　Ｕｓｅ　Ｗｉｔｈ　ａｎ　Ｅｎｄｏｓｃｏｐ
ｅ）」と題する米国仮特許出願第６１／１０１，８５９号の優先権の利益を主張し、この
開示全体を参照により本明細書に援用する。
【０００２】
　本発明は概括的には、医療装置の分野、より具体的には、組織の焼灼を容易にするため
に内視鏡とともに使用する円筒体システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　患者の組織の断片を焼灼することが必要か、或いは、望ましい様々な事例がある。例え
ば、内視鏡手術の間、組織の基礎をなす粘膜下層から組織の粘膜層の断片を取り除くこと
が望ましくなることがある。
【０００４】
　典型的には、針尖刀などの１つ以上の切断器を、組織の断片を焼灼するために使用する
ことができる。内視鏡手術では、切断器は内視鏡の補助ルーメンを通して進めることがで
きる。次に、切断器は、内視鏡の遠位端を越えて進められ、器具の先端に電流を供給する
ことによって作動される。いったん加熱されると、切断器を標的組織と係合して焼灼する
ように配置することができる。例えば、内視鏡の補助ルーメンを通して進められた鉗子を
使用することによって、焼灼した組織を捕捉して除去することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　針尖刀などの切断器が前述の方法で使用されるとき、組織を不正確に焼灼するという結
果をもたらすことがある。特に、鋭くなっていたり、先が尖っていたり、加熱されていた
りする器具が内視鏡より遠位に進められるときに、切断器を不適切に操作して、そのため
に健全な組織または標的でない組織を焼灼してしまうか、または焼け焦がしてしまう危険
性がある。例として、針尖刀などの切断器を使用して胆嚢を肝臓から切り離す場合に、伸
張した切断器を使用して安全かつ正確に胆嚢を切除することは難しい。
【０００６】
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　さらに、基礎をなす粘膜下組織から粘膜組織を分離するとき、問題が起こり得る。これ
らの処置では、伸張した切断器は一般に円運動で動かされるが、それは基礎をなす粘膜下
組織にまで至る切開の危険性を増す可能性がある。そのうえ、スネアか他の機構の器具が
、そのような処置の間、加熱切断器の代わりに使用されるなら、それもまた組織の不正確
な摘出をもたらすことがある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は組織の焼灼を容易にするための装置と方法を提供する。一実施形態では、装置
は、それぞれルーメンを有する近位の円筒体と遠位の円筒体を備えている。近位の円筒体
と遠位の円筒体は、相互に結合されて互いに対して移動可能である。近位の円筒体の少な
くとも一部は、内視鏡への装置の取り付けを可能にするために、内視鏡と結合するように
構成される。少なくとも１つの電気焼灼部材が、遠位の円筒体のルーメン内に配置されて
、近位の円筒体および／または遠位の円筒体のルーメンに引き寄せられた組織の少なくと
も断片を焼灼するように構成される。
【０００８】
　一実施形態では、近位の円筒体は近位領域と遠位領域を備えることができる。例えば、
近位の円筒体の近位領域の少なくとも一部は、弾性嵌合を使用して内視鏡の外表面の周り
に配置されることにより、内視鏡と結合するように構成される。遠位の円筒体は、近位の
円筒体の遠位領域の少なくとも一部の上に配置され、近位の円筒体に対して長手方向に選
択的に移動するように構成することができる。近位の円筒体に対して遠位の円筒体の最大
前進量を制限するために、少なくとも１つの停止部材を近位の円筒体の遠位領域に配置す
ることができる。
【０００９】
　焼灼部材は、組織を少なくとも部分的に囲むために、遠位の円筒体の遠位端近傍の位置
において、遠位の円筒体の内部表面内で周方向に延在する部分を備えることができる。焼
灼部材は、焼灼部材より近位の位置で、遠位の円筒体および／または近位の円筒体のルー
メン内に引き寄せられた組織のみが焼灼できるように構成されることが望ましい。
【００１０】
　装置はさらに、近位の円筒体に固定された外側シースと、遠位の円筒体に固定された内
側シースを備えることができる。内側シースは外側シース内で長手方向に移動するように
配置することができる。さらに、電気焼灼部材の一部分は内側シースの一部分内に配置す
ることができる。使用するとき、外側シースに対する内側シースの長手方向の移動は、近
位の円筒体に対する、該移動に対応した移動を遠位の円筒体にもたらす。
【００１１】
　好都合なことには、一度に焼灼できる組織の量は、近位の円筒体に対する遠位の円筒体
の位置を調整することによって変えることができる。特に、近位の円筒体に対する遠位の
円筒体の位置を変えることによって、様々な量の標的組織が、伸縮自在の円筒体の１つ以
上のルーメンに引き寄せられ、その後焼灼部材によって切除することができる。そのうえ
、さらに別の利点として、伸縮自在の円筒体の収縮した形態は、患者の生体構造への送達
を容易にするために比較的小さくすることができ、次に、伸縮自在の円筒体の収縮した形
態より大きい組織の断片を取り除くために必要に応じて伸張することができる。
【００１２】
　鉗子などの適切な把持用具は装置とともに使用することができる。把持用具は、焼灼と
その後の摘出のために遠位の円筒体および／または近位の円筒体のルーメンに組織を把持
して引き寄せるために、内視鏡の補助ルーメンを通して進めるように構成されることが望
ましい。
【００１３】
　本発明の他のシステム、方法、特徴、及び利点は、当業者には、以下の図及び詳細な説
明を考察して頂ければ、明らかであり、或いは明らかになるであろう。全てのその様な追
加のシステム、方法、特徴、及び利点は、本発明の範囲に含まれるものとし、以下の特許
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請求の範囲に網羅されるものとする。
【００１４】
　本発明は以下の図面と記述を参照してより深く理解することができる。図中の構成要素
は必ずしも一定の縮尺ではなく、むしろ本発明の原理を説明することに重点が置かれてい
る。そのうえ、各図において、同様の参照符号が異なる図に亘って対応する部分を示して
いる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１Ａ】典型的な先端視野内視鏡の斜視図である。
【図１Ｂ】内視鏡の遠位領域の拡大図である。
【図２】図１の内視鏡とともに使用することができる、伸縮自在の円筒体の収縮状態の斜
視図である。
【図３】図１の伸縮自在の円筒体の伸張状態の斜視図である。
【図４】例示を目的として側面斜視図で示す外側シースと内側シースを有する、図２の伸
縮自在の円筒体の収縮状態の側面断面図である。
【図５】例示を目的として側面斜視図で示す外側シースと内側シースを有する、図３の伸
縮自在の円筒体の伸張状態の側面断面図である。
【図６】遠位の円筒体の少なくともルーメン内に配置された組織を有する、伸縮自在の円
筒体の側面断面図である。
【図７】別の遠位の円筒体の一部分の側面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本出願では、「近位」という用語は一般的に医療処置中に医師に向かう方向を指し、「
遠位」という用語は一般的に医療処置中に患者の生体構造内の標的部位に向かう方向を指
す。
【００１７】
　ここで図１Ａと図１Ｂを参照すると、以下で説明する伸縮自在の円筒体システムととも
に使用することができる典型的な内視鏡２０が示されている。図１Ａでは、典型的な内視
鏡２０は既知の構成の先端視野内視鏡を備え、近位領域３２と遠位領域３４を有している
。図１Ｂに示すように、内視鏡２０は光ファイバー部品３６と３７を備えることで、内視
鏡２０より遠位の像を照明して撮影することができる。医師は、接眼レンズ３０を使用す
ることで内視鏡２０より遠位の像を見ることができる。光ファイバーケーブル２４は内視
鏡２０と適切な光源との間に連結される。内視鏡２０の遠位領域３４を操作して、内視鏡
２０に付随する様々な部品の作動を容易にするように制御部分２３を設けることができる
。
【００１８】
　図１Ｂに示すように、内視鏡２０はまた補助ルーメン３８を備えることができる。補助
ポート２５は補助ルーメン３８と流体連通した状態に設置することができ、その結果、補
助ポート２５を通して進められた各部品は補助ルーメン３８に向けられる。補助ルーメン
３８は、カテーテル、鉗子、スネアおよび同様のものなどの多くの医療用部品に対応でき
る大きさを有することができる。１つの補助ルーメン３８を示しているが、追加のルーメ
ンを用いてもよい。内視鏡２０の他の構造および部品、ならびにその変形は、一般に当業
者に知られており、本発明にとって欠かせないものではない。
【００１９】
従来の処置では、内視鏡２０は、消化管などの自然身体管腔を通して標的部位に隣接した
位置まで進められる。次に、カテーテルか他の医療装置を内視鏡２０の補助ルーメン３８
を通して標的部位に進められる。場合により、針か他の適切な装置を、器官か胃腸壁を通
して穿刺するために使用して、さらなる様々な身体領域への経管腔的内視鏡アクセスを可
能にすることができる。
【００２０】
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　次に図２を参照すると、本発明による伸縮自在の円筒体５０の第１の実施形態が示され
ている。本実施形態では、伸縮自在の円筒体５０は、概ね近位の円筒体６０と遠位の円筒
体８０を備えている。以下でさらに詳細を説明するが、近位の円筒体６０は内視鏡２０の
遠位領域３４と結合され、遠位の円筒体８０は組織を処理するために構成された焼灼部材
９５を備えることができる。遠位の円筒体８０は、選択的に近位の円筒体６０に対して長
手方向に進めるか、または引き寄せることができる。
【００２１】
　１つの実施形態では、図３から図５に最も分かり易く示しているように、近位の円筒体
６０は、近位領域６２と遠位領域６４を備えている。近位領域６２は内視鏡２０の遠位領
域３４と結合される。図２から図５に示すように、望ましくは、近位の円筒体６０の近位
領域６２の少なくとも一部分は、内視鏡２０の外表面の周りに配置される。
【００２２】
　１つの実施形態では、近位領域６２の少なくとも一部は、弛緩状態で第１の内径を有し
、拡張状態で第２のわずかに大きい内径を有する弾性部材を備えている。近位領域６２が
弾力性を有する場合、該近位領域は、弛緩状態における内径は内視鏡２０の外径よりわず
かに小さいのに対して、拡張状態における内径は内視鏡２０の外径よりわずかに大きいよ
うなサイズとすることができる。この構成によって、近位の円筒体６０の少なくとも近位
領域６２が弾性的に拡張することが可能となり、内視鏡２０の遠位領域３４の上に配置さ
れる。図２から図５に示すように、所定位置に配置されると、近位領域６２は、弛緩状態
に戻ることができ、それにより、内視鏡２０の外表面の周りで摩擦嵌合により近位の円筒
体６０と堅く係合する。近位部分６２の内表面は、内視鏡２０の外表面で摩擦嵌合を増加
させるように構成した肌理またはゴムなどの材料を含むことができる。
【００２３】
　必要に応じて、固定する手段は、近位の円筒体６０の一部分を内視鏡２０の外表面に直
接固定するように貼り付けて、近位の円筒体６０を内視鏡２０に対して動かないようにす
ることができる。例えば、固定する手段は粘着テープ、熱収縮チューブ、１つ以上の拘束
バンド、ケーブル・タイなどを含むことができる。固定する手段は、患者の内部を通過す
る内視鏡２０の動きを妨げないように構成し、配置される。典型的な固定する手段と近位
の円筒体６０などの構成要素を内視鏡の外表面に固定するための技術のさらなる詳細は、
出願人の、２００７年５月１１日出願の同時係属米国特許出願第１１／７４７、５７０号
に説明されており、その開示全体を参照により本明細書に援用する。
【００２４】
　図４と図５に最も分かり易く示しているように、近位の円筒体６０の遠位領域６４は作
業ルーメン６８を有する概ね管状の形状を有することができる。図３から図５に示すよう
に、近位の円筒体６０の遠位領域６４における内径と外径は、対応する近位の円筒体６０
の近位領域６２の直径より僅かに小さくてもよい。或いは、遠位領域６４の内径は、内視
鏡２０の外径と実質的に同一面になるように構成することができる。該寸法は変更されて
もよいが、図４と図５に示すように、遠位領域６４は補助ルーメン３８を貫通する部品の
前進、或いは内視鏡２０の光ファイバー部品３６と３７の働きを妨げないことが望ましい
。
【００２５】
　図４と図５に概ね示すように、近位の円筒体６０の近位領域６２と遠位領域６４は一体
として形成されてもよく、或いは、共に固定されるか結合される２つの別個の概ね管状の
部材で構成されてもよい。従って、近位の円筒体６０は、本願で説明される目的を達成す
るために、さらに以下の詳細で説明されるように、遠位の円筒体８０とともに使用される
１つ以上の管状部材を備えることができる。
【００２６】
　遠位の円筒体８０は近位領域８２と遠位領域９４を備えている。図２と図４に示す収縮
状態では、遠位の円筒体８０の近位領域８２は、近位の円筒体６０の近位領域６２に接す
ることができる。図２と図４に示すように、近位の円筒体６０と遠位の円筒体８０は同じ



(7) JP 5547736 B2 2014.7.16

10

20

30

40

50

外径を備えることができ、その結果、近位の円筒体６０と遠位の円筒体８０が収縮状態で
、実質的に互いに同一面にあるようにすることができる。
【００２７】
　図４と図５に示すように、遠位の円筒体８０は近位の円筒体６０の遠位領域６４の外径
より僅かに大きい内径を備えることが望ましい。それにより、遠位の円筒体８０は近位の
円筒体６０の遠位領域６４に対して長手方向に移動するように構成される。
【００２８】
　遠位の円筒体８０の近位領域８２は内向きの停止部材７２を備えることができる。停止
部材７２は、近位の円筒体６０の遠位領域６４に外向けに張り出した停止部材７１と当接
するように構成されることにより、遠位の円筒体８０の遠位への最大前進量を制限し、近
位の円筒体６０から、ひいては内視鏡２０から遠位の円筒体８０が離脱するのを防止する
。
【００２９】
　図２から図５に示すように、少なくとも１つの焼灼部材９５を遠位の円筒体８０の遠位
領域８４内に配置することができる。一例では、組織を少なくとも部分的に囲むために、
焼灼部材９５の少なくとも一部分が、遠位の円筒体８０の遠位端近傍の位置において、遠
位の円筒体８０の内部表面内で周方向に延在する部分を備えている。焼灼部材９５は遠位
の円筒体８０の内側とほぼ同じ、或いは僅かに小さい寸法になるようにされた環状形態を
備えてもよい。図２と図４に示す収縮状態では、焼灼部材９５を近位の円筒体６０の遠位
先端６９のすぐ遠位側に配置することができる。さらに、焼灼部材９５は、遠位の円筒体
８０の遠位先端８９の近位側の位置で、完全に遠位の円筒体８０の内側の領域内に配置さ
れることが望ましい。従って、以下のさらなる詳細で説明するように、焼灼部材９５は周
辺の組織ではなく、伸縮自在の円筒体５０の中に引き込まれた組織を焼灼することができ
る。
【００３０】
　一実施形態では、焼灼部材９５は、電流を使用することで加熱できる１本以上のワイヤ
を備えてもよい。焼灼部材９５はステンレス鋼などの任意の導電性材料から製作すること
ができる。或いは、該焼灼部材はニチノールなどの形状記憶合金から製作されてもよい。
電気外科用ジェネレータは、組織を焼灼するのに十分である電気エネルギーを供給するた
めに焼灼部材９５の近位領域と接続することができる。以下でさらに説明するように、一
実施形態では、焼灼部材９５はその長さの一部に沿って、内側シース９４を使用すること
で絶縁することができる。
【００３１】
　近位の円筒体６０と遠位の円筒体８０の相対的な移動は様々な方法で行うことができる
。１つの実施形態においては、近位の円筒体と遠位の円筒体を外側シース９２と内側シー
ス９４を使用して作動させる。図３から図５に示すように、外側シース９２は、近位の円
筒体６０に取り付けられ、一方、内側シース９４は遠位の円筒体８０に取り付けられる。
内側シース９４は外側シース９２の内径より小さい外径を有しており、それによって、外
側シース９２に対する内側シース９４の長手方向の移動が可能となる。さらに、内側シー
ス９４は焼灼部材９５の少なくとも一部を収納するようにされた内径を備えてもよく、そ
れにより、焼灼部材９５の長さに沿って少なくともその一部分を絶縁している。
【００３２】
　外側シース９２と内側シース９４は、近位の円筒体６０の張り出した領域６５と遠位の
円筒体８０の張り出した領域８５にそれぞれ結合することができる。図３から図５に示す
ように、一実施形態では、近位の円筒体６０の張り出した領域６５は、それを貫いて配置
された穴６６を備えている。外側シース９２は穴６６と連通して取り付けられている。図
４と図５に示すように、外側シース９２は穴６６内に少なくとも部分的に取り付けること
ができる。外側シース９２は近位の円筒体６０に堅く取り付けられており、該近位の円筒
体６０は内視鏡２０に固定されているので、外側シース９２は内視鏡２０に対する長手方
向の移動に対して事実上固定される。
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【００３３】
　図２から図５に示すように、遠位の円筒体８０の張り出した領域８５は同様にそれを貫
いて配置された穴８６を備えている。内側シース９４が外側シース９２を貫通して配置さ
れており、内側シース９４は穴８６と連通して取り付けられるように、外側シース９２よ
り遠位に延在している。図４と図５に示すように、内側シース９４は、穴８６内に少なく
とも部分的に取り付けられるのが望ましい。内側シース９４は遠位の円筒体８０に堅く取
り付けられる。したがって、外側シース９２に対する内側シース９４の遠位への前進によ
って、近位の円筒体６０と内視鏡２０に対する、該移動に対応した移動を、遠位の円筒体
８０にもたらす。
【００３４】
　必要に応じて、外側シース９２の１つ以上の部分を内視鏡２０の外表面に直接固定する
ように１つ以上の固定手段を貼り付けて、外側シース９２を内視鏡２０に対して動かない
ようにすることができる。先に述べたように、適切な固定手段には、粘着テープ、熱収縮
チューブ、１つ以上の拘束バンド、ケーブル結合などが含まれる。そのような固定手段は
、内視鏡２０を患者内を通して移動させるとき、外側シース９２に起因する潜在的な妨害
を減少することができる。
【００３５】
　安全で効果的なやり方で粘膜下層組織から離れて粘膜組織Ｔを焼灼するための伸縮自在
の円筒体５０の典型的な使用方法を説明していく。第一ステップでは、近位の円筒体６０
の近位部分６２の少なくとも一部分を内視鏡２０に固定することによって、伸縮自在の円
筒体５０を使用できるように内視鏡２０を改良することができる。例えば、近位部分６２
を内視鏡２０の遠位領域３４に被せて取り付け、近位部分６２の弾性特性、および／また
は、外部の固定手段を使用することで固定することができる。以上に述べたように、１つ
以上の位置において固定手段を使用することで、外側シース９２の一部分も内視鏡２０に
固定することができる。
【００３６】
　光ファイバー構成要素３６と３７、超音波振動子、放射線不透過バンドと併用する蛍光
透視法技術、および同様のものなど適当な映像技術を使用することで、内視鏡２０を所望
の標的部位に進めることができる。望ましくは、内視鏡２０は、装置の送達の間、近位の
円筒体６０と遠位の円筒体８０は互いに実質的に同一面となるような図２と図４に示した
収縮状態で、遠位の円筒体８０とともに標的部位に向かって進められる。
【００３７】
　医師は、いったん装置を焼灼されるべき粘膜組織Ｔに隣接して適切に配置すると、近位
の円筒体６０に対して遠位の円筒体８０を前進させるか否かを判断することができる。遠
位の円筒体８０を前進させない場合、図４に示すように、焼灼部材９５によって焼灼でき
る組織の最大容積は、近位の円筒体６０の遠位領域６４内の作業ルーメン６８の容積とほ
ぼ同じか、または、僅かに大きい。遠位の円筒体８０を完全に前進させる場合、図５に示
すように焼灼部材９５によって焼灼できる組織の最大容積は、おおよそ、近位の円筒体６
０の遠位領域６４内の作業ルーメン６８に遠位の円筒体８０内の作業ルーメン８８を加え
た総合容積となる。医師はまた、所望の容積を得るために、図４と図５に示す最も近位ま
たは最も遠位の位置の任意の中間位置に、遠位の円筒体８０を移動させるように選択でき
る。
【００３８】
　上述のように、内側シース９４を遠位方向に前進させることによって、遠位の円筒体８
０を近位の円筒体６０に対して所望の間隔を前進させることができる。伸張状態の図３と
図５に示すように、内側シース９４が遠位の円筒体８０の張り出した領域８５に堅く取り
付けられるので、外側シース９２に対する内側シース９４の遠位への前進によって、近位
の円筒体６０に対する、該移動に対応する遠位への前進を、遠位の円筒体８０にもたらす
。図５に示すように、近位の円筒体６０に対する遠位の円筒体８０の遠位への最大前進量
が、近位の円筒体６０の停止部材７１に当接している遠位の円筒体８０の停止部材７２に
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よって制限されていることに注意するべきである。
【００３９】
　図５に示すように、遠位の円筒体８０が近位の円筒体６０に対して所望の長手方向の位
置に配置されるとき、鉗子か他の適当な把持器具を、内視鏡２０の補助ルーメン３８を通
して前進させ、標的の粘膜組織Ｔを把持するために内視鏡より遠位に配置することができ
る。図６に示すように、鉗子か他の器具を、組織Ｔを把持するように作動させ、次に標的
の粘膜組織Ｔの少なくとも選択された部分を、遠位の円筒体８０内の作業ルーメン８８、
および／または、近位の円筒体６０の遠位領域６４内の作業ルーメン６８の中に引き寄せ
るように後退させることができる。或いは、標的組織Ｔを近位の円筒体６０および／また
は遠位の円筒体８０に引き寄せるために、補助ルーメン３８を通して吸引力を加えること
ができる。好都合なことには、光ファイバー部品３６と３７は、この過程の間、内視鏡２
０より遠位の像を照明して撮影することができる。
【００４０】
　図６に示すように、標的組織Ｔは、近位の円筒体６０および遠位の円筒体８０双方の全
内部容積か、代わりに、近位の円筒体６０および遠位の円筒体８０の一方又は両方の一部
分だけに実質的に引き込むことができることに注意するべきである。吸引力が補助ルーメ
ン３８を通して加えられると、標的組織Ｔは該吸引力によって、近位の円筒体６０および
／または遠位の円筒体８０の全内部容積に実質的に引き込むことができる。さらに、この
時、遠位の円筒体８０の遠位先端８９は、組織に当接するか、組織のすぐ近位側に配置す
ることができることに注意するべきである。
【００４１】
　図６に示すように、所望量の組織Ｔが捕捉されて、焼灼部材９５に対して適切に位置決
めされると、焼灼部材９５は、焼灼部材９５より近位の位置の伸縮自在の円筒体５０内で
粘膜組織Ｔを切開するように作動し、その結果、粘膜下組織から粘膜組織Ｔを分離するこ
とができる。
【００４２】
　好都合なことには、本実施形態の伸縮自在の円筒体５０を使用すると、遠位の円筒体８
０および／または近位の円筒体６０の内側の領域内に引き寄せられる所望の粘膜組織Ｔだ
けを切断することができる。周囲の粘膜組織、並びに粘膜下組織は焼灼部材９５によって
誤って切開されないであろう。誤って不要な組織を切開するリスクは、実質的に減少する
か、または排除することができる。
【００４３】
　さらに、一度に焼灼できる組織Ｔの量は、近位の円筒体６０に対する遠位の円筒体８０
の位置を調整することによって変えることができる。より具体的には、組織Ｔは、遠位の
円筒体８０内の作業ルーメン８８および／または近位の円筒体６０の遠位領域６４内の作
業ルーメン６８に引き寄せることができる。図２と図４の収縮状態では、伸縮自在の円筒
体５０に引き寄せられた組織は、近位の円筒体６０の作業ルーメン６８内に実質的に配置
される。しかしながら、遠位の円筒体８０が遠位方向に進められ、図３と図５の伸張状態
あるとき、組織を遠位の円筒体８０内の作業ルーメン８８と近位の円筒体６０の遠位領域
６４内の作業ルーメン６８の双方の中に引き寄せることができる。或いは、図３と図５の
伸張状態では、組織が遠位の円筒体８０内の作業ルーメン８８内にのみ位置するように、
該組織を該円筒体に僅かにだけ引き寄せることができる。従って、近位の円筒体６０に対
する遠位の円筒体８０の位置を変えることによって、様々な量の標的組織を、伸縮自在の
円筒体５０の１つ以上の作業ルーメンに引き寄せ、その後焼灼部材９５によって切除する
ことができる。そのうえ、さらに別の利点として伸縮自在の円筒体５０の収縮した形態は
、患者の生体構造への送達を容易にするために比較的小さくすることができ、そして、伸
縮自在の円筒体５０の収縮した形態より大きい組織の断片を取り除くために必要に応じて
伸張させることができる。
【００４４】
　別の典型的な処置では、伸縮自在の円筒体５０は周囲の組織から器官を分離するのに使
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用することができる。例えば、胆嚢などの器官を取り除くために、器官の一部を遠位の円
筒体８０および／または近位の円筒体６０の作業ルーメンに引き寄せて、その後安全に切
開して肝臓から切り離すことができる。
【００４５】
　以上で言及した処置は、他の多数の処置が可能であることが明らかなように、伸縮自在
の円筒体５０が使用できるほんの僅かの例である。さらに、本発明により提供される伸縮
自在の円筒体５０は、多くの既存の市販内視鏡と併せて使用することができる。
【００４６】
　代わりの実施形態では、円筒体システムは本明細書に説明される伸縮自在の特徴を備え
る必要はない。この代わりの実施形態では、第１と第２の部分を有する単一の円筒体を設
けることができる。第１の部分は内視鏡２０と結合するように構成されており、第２の部
分は内視鏡２０より遠位に延在して、そこに作業ルーメンを形成している。電気焼灼部材
９５は、内視鏡より遠位の位置で円筒体の作業ルーメン内に配置されて、該電気焼灼部材
より近位の位置で作業ルーメンに引き寄せられた組織を切開するように構成されている。
したがって、本実施形態では、円筒体部材は、伸縮自在ではないにもかかわらず、内視鏡
と結合するように構成され、安全に効果的に組織を切開するために、円筒体の中に組織を
引き寄せるように構成されている。
【００４７】
　さらに、遠位の円筒体８０および／または焼灼部材９５の構成は変更することができる
。例えば、図７を参照すると、代わりの遠位の円筒体８０’は円周方向の溝９９を備える
ことができ、該溝は座金形状の焼灼部材９５を収容するように構成されている。焼灼部材
９５は、遠位の円筒体８０の張り出した領域８５に形成された穴８６を通って電流源と接
続された状態で配置することができる。遠位の円筒体８０と焼灼部材９５の更なる構成が
本発明の範囲内に含まれる。
【００４８】
　本発明の様々な実施形態を説明してきたが、さらに多くの実施形態と実現が本発明の範
囲内で可能であることは、当業者には明らかであろう。従って、本発明は付随の特許請求
の範囲とそれらの等価物に照らして見た場合を除き、限定されない。
【符号の説明】
【００４９】
　２０　内視鏡
　２３　制御部分
　２４　光ファイバーケーブル
　２５　補助ポート
　３０　接眼レンズ
　３２、６２、８２　近位領域
　３４、６４、８４　遠位領域
　３６、３７　光ファイバー部品
　３８　補助ルーメン
　５０　伸縮自在の円筒体
　６０　近位の円筒体
　６５、８５　張り出した領域
　６６、８６　穴
　６８、８８　作業ルーメン
　６９、８９　遠位先端
　７１、７２　停止部材
　８０、８０’　遠位の円筒体
　９２　外側シース
　９４　内側シース
　９５　焼灼部材
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　９９　円周方向の溝
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